
r
首
が
蕗
ら
た
話』
は
大
正
七
年一
月一
日
発
行
の
「
新
潮」
誌
上
に
発

表
さ
れ
た
作
品
で
あ
る 。
「
下」
の
章
に
「

諸
城
の
某
甲
が
首
の
落
ら
た
ろ

事
は 、
載
せ
て
即
斎
志
異
に
も
あ
れ
ば 、＇
該
何
小
二
の
如
き
も 、
そ
の
事
な

し
と
は
言
ふ
可
ら
ざ
る
か」
と
あ
る
こ
と
か
ら

推
し
て 、

芥
川
が
こ
の
作
品

の
執
筆
以
前
に 、

r
靭
斎
志
異」
の
第
三
巻
第
二
十
二
「
諸
城
某
甲」
を
続

了
し
て
い
た
こ
と
ば
明
ら
か
で
あ
る 。
ご
諸
城
某
甲」
の
物
語
内
容
を
整
理

し
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る 。
＇

日

語
り

手
の
紹
介

⇔

話
り

手
の
話

S

諸
城
某
甲
が
流
賊
の
手
に
よ
っ

て
斬
ら
れ 、
首
が
胸
も
と
ま
で
産

れ
下
が
る 。

い

家
人
が
死
骸
を
葬
ろ
う
と
す
ろ
が 、
息
が
残
っ

て
い
る
の
で
注
意

， ．

し
て
み
る
と 、
咽
喉
が
僅
か
に
繋
っ

て
お
り 、

頭
を
支
え
て
帰
る 。

切
一
昼
夜
経
過
し
て
呻
き
だ
し 、
や
が
て
徐
々
に
食
甲
を
と
っ

て
半

年
後
に
完
治
す
る 。

は

じ

め

に

認

謙

面
に

お

け
る

漱
石

の

影

響

『
首
が
落
ち
た
話
』

そ
れ
か
ら
十
余
年
後 、
二 、
三
人
の
者
と
談
笑
中 、
誰
か
の
冗
談

で
全
貝
爆
笑
と
な
る
が 、

某
甲
は
笑
い
で
甘
が
揺
れ
た
は
ず
み
に 、

刀
痕
が
裂
け
て
首
が
落
ら 、
死
亡
す
る 。

困

某
甲
の
父
は
笑
っ
た
迎
中
を
訴
え
た
が 、

彼
等
は
金
を
集
め
て
贈

っ
た
上 、

葬
っ
た
の
で
和
解
が
成
立
す
る 。

国

異
史
氏
の
評
言

の
一
笑
し
て
首
が
落
ち
ろ
の
は
千
古
第一
の
大
笑
で
あ
る 。

切

十
余
年
後
首
が
落
ら 、
一
笑
の
訴
訟
沙
汰
に
な
っ
た
の
は 、
二 、

三
の
隣
人
の
前
世
の
因
縁
で
あ
る 。

右
の
整
理
で
明
ら
か
な
よ
う
に 、
r
首
が
落
ち
た
話』
と
r
靭
斎
志
異』

の
「
諸
城
某
甲」
と
の
間
に
は 、

顧
若
な
共
通
的
要
素
が
認
め
ら
れ
る
が 、

そ
れ
は
次
の
四
点
に
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
る 。
ま
ず
第一
は 、
主
人
公
が

不意
に
遭
遇
し
た
兇
暴
者
の
手
に
よ
っ

て
負
う 、

首
切
断
と
い
う
園
傷
で
あ

る 。
第
二
は
そ
の
霞
傷
の
奇
蹟
的
な
快
應
で
あ
り 、
第
三
は 、
そ
の
快
應
し

た
は
ず
の
首
の
古
創
に
突
如
亀
裂
が
生
じ
て
絶
命
す
る
こ
と
で
あ
る 。
そ
し

て
最
後
は 、
第
三
者
的
評
言
を
付
加
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る 。

（
芥
川
龍
之
介
）

に）

小
考

吉

田

俊

彦
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こ
の
小
論
で
は、

以
上
の
共
通
的
要
素
の
上
に、
芥
川
が
ど
の
よ
う
な
個

性
的
形
象
化
を
果
し
て
い
る
の
か、
ま
た、

そ
の
形
象
化
を
支
え
る
芥
川
の

内
的
モ
チ
4
フ
が
何
で
あ
る
の
か
を
尋
ね
て
み
た
い。．

印
象
的
イ
メ
ー
ジ
「
空」

《
馬
の
上
か
ら
転
げ
落
ら
た
何
小
二
は、

全
然
正
気
を
失
っ
た
の
で
あ

ら
う
か。

成
程
創
の
疼
み
は、

何
時
か
殆、

し
な
く
な
っ
た。

が、

彼

は
土
と
血
と
に
ま
み
れ
て、

人
気
の
な
い
川
の
ふ
ら
に
横
は
り
な
が
ら、

,
T'

|
 

川
楊
の
葉
が
撫
で
て
ゐ
る、

高
い
蒼
空
を
見
上
げ
た
覚
え
が
あ
る。

a
そ
の
空
は、

彼
が
今
ま
で
兄
た
ど
の
空
よ
り
も、

奥
深
く
蒼
く
見
え

た。

丁
度
大
き
な
藍
の
瓶
を
さ
か
さ
ま
に
し
て、

そ
れ
を
下
か
ら
覗
い

た
や
う
な
心
も
ら
で
あ
る。
》
（
中、

傍
線
引
用
者）

ま
ず
第一
に
注
目
す
ぺ
き
こ
と
は、

死
の
危
機
を
自
党
す
る
主
人
公
・
何

小
二
の
眼
に
「
高
い
蒼
い
空
」
を
映
す
傍
線
部
日
の
状
況
設
定
で
あ
る。

局

田
謹
二
氏
は
こ
の
場
面
段
定
に、

ト
ル
ス
ト
イ
の
作
品
r
戦
争
と
平
和」
の

ア
ウ
ス
テ
ル
リ
ッ
ツ
の
較
場
場
面
の
影
響
を
兄
て
お
ら
れ
る
が、

芥
川
の
で

の
頃
毎
日
戦
争
と
平
和
を
よ
ん
で
ゐ
る

（
略）

人
物
で
は
プ
リ
ン
ス

ア

ン
ド
レ
エ
が
大
好
き
だ

（
略）
ア
ン
ド
レ
エ
が
死
ん
だ
と
思
っ
て
ゐ
る
と

か
へ
つ
て
来
る、

そ
の
途
端
に
ア
ン
ド
レ
エ
の
夫
人
が
産
で
死
ぬ

あ
す
こ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

は
実
に
う
ま
い

ア
ウ
ス
テ
リ
ッ
ツ
で
ア
ン
ド
レ
エ
が
什
れ
て
空
を
み
る
所

、
、
、

も
い
ヽ
が
あ
す
こ
の
万
が
更
に
い
ゞ
」
（
大
正
4
.
12
.
3

井
川
恭
宛
昏

簡、

傍
点
引
用
者）
と
い
う
書
簡
内
容
に
注
目
す
る
時、

罹
か
に、

r
戦
争

と
平
和」
の
影
響
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い。

し
か
し、

伺
小
二
の
眼

に
映
る
「
高
く
蒼
い
空」
が、

ア
ン
ド
レ
工
の
眼
に
と
ま
る，
「
青
い
空」
と

は
異
な
る
認
識
志
向
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
見
落
す
こ
と
は
で

き
な
い。

芥
川
は
こ
れ
ま
で、

「
高
い
空」
の
イ
メ
ー
ジ
を
r
楡
盗』
、

r
或
日
の

大
石
内
蔵
助』
、

r
戯
作
三
昧』
に
お
い
て
印
象
的
に
描
き
上
げ
て
い
る
が、

こ
こ
で、
こ
れ
ら
の
イ
メ
ー
ジ
に
働
く
感
性
的
特
徴
と
認
識
志
向
に
沼
目
し

て
み
た
い。

.

《
唯、

彼
の
顔
に
は、

秘
密
な
喜
び
が、

折
か
ら
吹
き
出
し
た
明
け
近

い
風
の
や
う
に、

静
に、

心
地
よ
く、

溢
れ
て
来
る。

彼
は、
こ
の
時、

、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、

暗
い
夜
の
向
う
に、

1
人
間
の
眼
の
と
ど
か
な
い、

遠
く
の
空
に‘

ー6
 

、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、

、
、
、
、
、

さ
び
し
く、

冷
か
に
明
け
て
行
く、

不
滅
な、

黎
明
を
見
た
の
で
あ
る

••

／
「
こ
の
子
は

ーー
こ
の
子
は、

わ
し
の
子
ぢ
や。
」
》
（
r
愉
盗』

八、

傍
点
引
用
者）

．

こ
こ
に
描
か
れ
て
い
る
「
遠
く
の
空」
は、

「
人
間
の
眼
の
と
ゞ
か
な
い」

と
こ
ろ
に
広
が
る
空
で
あ
り、
．「
暗
い
夜
の
向・
プ
に
」
「
さ
び
し
く、

冷
か

に
明
け
て
行
く
不
滅
な、

黎
明」
の
空
で
あ
る。
こ
れ
は
硝
執
と
罪
業
と
不

安
の
交
錯
す
る
醜
悪
な
悪

徳世
界
か
ら
平
磁
な
魂
の
安
息
場
所
へ
と
救
済
さ

れ
て
い
く
猪
熊
の
爺
の
心
象
風
呆
に
外
な
ら
な
い。
こ
の
風
景
の
対
極
に
位

、
、
、
、
、

置
す
る
の
が、

r
羅
生
門」
の
「
夕
朋
は
次
第
に
空
を
低
く
し
て、

兄
上
げ

、
、
、
、
、
、
、

る
と、

門
の
屈
根
が、

斜
に
つ
き
出
し
た
甍
の
先
に、．
璽
た
く
う
す
暗
い
塁

を
支
へ
て
ゐ
ろ
」
（
傍
点
引
用
者）
と
い
う
風
景
で
あ
る。

「
黎
明」
の
光



と
は
対
照
的
な
滅
亡
を
暗
示
す
る
「
夕
闇」
と
頗
廃
腐
蝕
を
暗
示
す
る
「
重

た
く
う
す
暗
い
雲」
は、

日
常
的
な
生
活
実
感
に
支
え
ら
れ
た
奥
行
き
を
持

ち
な
が
ら、

災
禍、

荒
廃、

非
道、

寂
襄
と
い
う
氏
の
世
界
に
生
き
る
主
人

公
・
下
人
の
心
象
風
景
に
も
な
っ
て
い
る。

こ
れ
に
比
ぺ
‘

r
或
日
の
大
石
内
蔵
助」
の
「
空」
は、

暗
示
的
意
味
の

整
理
し
つ
く
せ
な
い
曖
昧
さ
を
持
っ
て
い
る
と
甘
っ
て
よ
か
ろ
う。

《
こ
の
か
す
か
な
梅
の
匂
に
つ
れ
て、

冴
返
る
心
の
底
へ
し
み
透
つ
て

来
る
寂
し
さ
は、

こ
の一
ぞ
ひ
や
う
の
な
い
寂
し
さ
は、
一
体
ど
こ
か
ら

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

来
る
の
で
あ
ら
う。

ーー
内
蔵
助
は、

青
空
に
象
嵌
を
し
た
や
う
な、

、
、
、
、
、

堅
く
冷
い
花
を
仰
ぎ
な
が
ら．、

何
時
ま
で
も
ぢ
つ
と，
ィ
ん
で
ゐ
た。
》

(
r
或
日
の
大
石
内
蔵
助」

傍
点
引
用
者）

内
蔵
助
の
視
線
は
「
花」
の
姿
に
向
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が、

そ
の

花
は．
「
冑
空
に
象
嵌
を
し
た
や
う
な、

堅
く
冷
い
花」
で
あ
り、

「
育
空」

は
「
云
ひ
や
う
の
な
い
寂
し
さ」
を
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
招
き
寄
せ
る
寒
椿

9

の、

気
品
の
に
じ
む
孤
高
を
引
き
立
て
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い。「
日

の
色
は
も
う
う
す
れ
切
つ
て、

招
込
み
の
竹
の
か
げ
か
ら
は、

早
く
も
賀
昏

が
ひ
ろ
が
ら
う
と
す
る
」
状
況
設
定
を
対
応
さ
せ
て
み
る
時、
こ
の
「
育
空」

は
寂
彦
を
堪
え、

冷
た
＜
冴
え
わ
た
る
空
で
あ
り、

こ
れ
は
r
戯
作
三
昧」

の
馬
琴
の
眼
に
と
ま
る
空
と
重
な
り
合
う
も
の
で
あ
る。

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

《・（
略）
濶
っ
た
止
め
桶
の
渦
に、

鮮
か
に
映
つ
て
ゐ
る
窓
の
外
の
空

ヘ
眼
を
落
し
た。

そ
こ
に
は
又
赤
い
柿
の
実
が、

瓦
屋
根
の
一・
角
を
下

に
見
な
が
ら、

疎
に
透
い
た
技
を
綴
つ
て
い
る。

／
老
人
の
心
に
は、

こ
の
時
「
死」
の
影
が
さ
し
た
の
で
あ
る。
が、

そ
の
「
死」
は、

嘗

て
彼
を
脅
し
た
そ
れ
の
や
う
に、

忌
は
し
い
何
物
を
も
蔵
し
て
ゐ
な
い。

、
、
、
、
、
、
、
、
、
‘
ヽ
ヽ
ヽ
、
ヽ
ヽ
、
、
、
、

、
、
、

云
は
ば
こ
の
桶
の
中
の
空
の
や
う
に、

静
な
が
ら
慕
は
し
い、

安
ら
か

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

な
寂
滅
の
意
識
で
あ
っ
た。
》
(
r
戯
作
三
昧」
一

傍
点
引
用
者）

「
濁
っ
た
止
め
桶
の
粉
に、

鮮
か
に
映
つ
て
ゐ
る
窓
の
外
の
空
」
は、「
天

注
(

2
)

保
二
年
九
月
の
或
午
前」
(
r
戯
作
三
昧
J

I

)

の
空
で
あ
り、

当
然、

秋

の
季
節
の
空
で
あ
る。
「
赤
い
柿
の
実」
が
「
疎
に
透
い
た
枝
を
綴
つ
て
ゐ

ろ
」
と
描
く
芥
川
は、

風
に
葉
を
払
い
落
さ
れ
た
裸
の
皮
せ
枝
に
点
々
と
僅

か
ば
か
り
残
っ
て
い
る
赤
い
熟
柿
が、

深
い
静
寂
を
沿
え
て
い
る
高
い
秋
空

の
も
と
で、

震
え
な
が
ら
畑
い
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
を
思
い
浮
ぺ
て
い
た
と
見

て
よ
か
ろ
う。

「
止
め
桶」
の
湯
の
濁
り
の
底
に
映
る
空
の
深
い
静
寂
を
馬

琴
に
「
静
な
が
ら
慕
は
し
い
」
も
の
と
感
受
さ
せ
る
芥
川
は、

同
時
に、

そ

の
空
の
上
に
浮
ぶ
「
瓦
屋
根
の
一
角
を
下
に
見
な
が
ら、

疎
に
透
い
た
枝
を

綴
つ
て
ゐ
る
」
「
赤
い
柿
の
実」
の
影
を
通
し、

原
嗅
を
極
め
る
俗
声
と
苦

闘
を
重
ね
る
創
作
活
動
に
よ
っ
て
次
第
に
疲
弊
し
て
い
く
神
経
並
び
に
情
熱

的
面
迫
を
馬
琴
に
感
知
さ
せ
て
い
る
と
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か。

裸
の

疫
せ
枝
に
残
る
赤
い
熟
柿
を
呑
み
込
む
よ
う
に、

止
め
桶
の
底
に
広
が
る
秋

の
空
は、

「
静
な
が
ら
森
は
し
い、

安
ら
か
な
寂
滅」
の
安
息
を
昭
示
す
る

も
の
で
あ
り、

煩
瑣
な
日
常
次
元
の
悩
苦
を
払
拭
す
る
力
を
持
つ
も
の
と
言

え
よ
う。

r
首
が
落
ち
た
話」
の
「
高
い
蒼
空」
も、

以
上
の
よ
う
な
作
品
に
見
ら

れ
る
「
高
い
空」
と
同
様
に、

露
い
認
識
的
意
味
が
あ
ろ
も
の
と
考
え
ら
れ
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・
る。

問
題
は、

傍
線
部
口
の
「
彼
が
今
ま
で
見
た
ど
の
空
よ
り
も、

奥
深
く

蒼
く
見
え
た
」
空
が、

感
性
的
奥
行
き
の
あ
る
暗
示
性
を
発
揮
し
な
が
ら、

何
小
二
の
胸
中
に
起
伏
す
る
感
函
と
ど
れ
ほ
ど
緊
密
に
照
応
し
て
い
る
か
と

い
う
こ
と
で
あ
る。
·

日

《
し
か
も
そ
の
瓶
の
底
に
は、．

泡
の
巣
っ
た
や
う
な
要
が
ど
こ
か
ら

こ
れ
が
丁

⇔

 

か
生
れ
て
来
て、

又
ど
こ
か
へ
傾
然
と
消
え
て
し
ま
ふ。

•

It
点
て
ゐ
る
川
楊
の

歴、
か
き
消
さ
れ
て
行
く
や
う
に
も

思
は
れ
る。

で
は、

何
小
二
は
全
然
正
気
を
失
は
ず
に
ゐ
た
の
で
あ

ー
四

ら
う
か
0

し
か
し
彼
の
眼
と
蒼
空
と
の
間
に
は
実
際
そ
こ
に
な
か
つ

た
色
々
な
物
が、

影
の
や
う
に
幾
つ
と
な
く
去
来
し
た。
》
（
中

傍

線
引
用
者）

傍
線
部
日
の
「
ど
こ
か
ら
か
生
れ
て
来」
る
雲
の
様
子
を
「
泡
の
集
っ
た

ゃ
う
な
」
と
い
う
比
喩
を
用
い
て
印
象
づ
け
る
表
現
は、

「
奥
深
く
蒼」
い

空
を
「
大
き
な
藍
の
瓶」
に
見
立
て
た
感
性
と
照
応
す
る
必
然
性
を
持
っ
て

お
り、

ま
た、

そ
の
雲
が
「
ど
こ
か
へ
脩
然
と
消
え
て
し
ま
ふ
」
様
子
を、

傍
緑
部
口
に
お
い
て
「
川
楊
の
菜
に、
か
き
消
さ
れ
て
行
く
や
う
に
」
感
知

す
る
感
性
は、

「
絶
え
ず
動
い
て
ゐ
る
」
川
楊
の
動
き
に
支
え
ら
れ
た
合
理

性
を
持
っ
て
い
る。

傍
線
部
曰
の
問
囮
提
起
は、

こ
の
必
然
性
と
合
理
性
を

持
つ
感
党
判
断
の
働
き
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
可
能
な
こ
と
で
あ
り、

そ
し
て、

・
「
実
際
そ
こ
に
な
か
っ
た
色
々
な
物」
が
「
眼
と
蒼
空
と
の
間」
に
「
影
の

や
う
に
幾
つ
と
な
く
去
来」
す
る
と
い
う
傍
線
部
四
の
不
合
理
な
m
態
は、

こ
の
必
然
性
と
合
理
性
を
持
つ
感
党
判
断
の
提
示
後
に
あ
っ
て
は
じ
め
て、

そ
の
対
照
的
な
特
徴
を
発
揮
す
る
の
で
あ
る。

問
題
は
「
奥
深
く
蒼」
い
空

が、

眼
と
蒼
空
と
の
間
を
去
来
す
る
幻
影
と
緊
密
な
照
応
関
係
を
持
た
な
い
聾

こ
と
で
あ
る。

注
(3)

島
田
謡
二
氏
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て、

「
全
く
描
写
の
世
界
に
と
ど
ま
っ

て
」
い
ろ
芥
川
と
は
異
な
り、

「
ト
ル
ス
ト
イ
の
世
界
は、
た
だ
の
描
写
だ

け
で
は
な
く、

胄
空
に
神
を
感
じ、

神
以
外
の
も
の
は
み
な
虚
偽
で
あ
る
と

い
う
ー
つ
の
メ
タ
フ
ィ
ジ
ッ
ク．
ス
（
形
而
上
学）
を
ひ
そ
め
て
い
る
」
と
論

じ
て
お
ら
れ
る
が、

博
覧
強
記
の
知
器
を
駆
使
す
る
と
と
も
に、

自
己
の
感

性
に
よ
ろ
彫
琢
を
怠
ら
な
い
芥
川
の
作
家
的
特
徴
に
注
目
す
る
時、

ま
た
別

様
の
解
釈
方
向
も
開
け
て
く
ろ
の
で
あ
る。

西
川
正
身
氏
の
着
目
さ
れ
た
ビ

ア
ス
の
r
ア
ウ
ル
・
ク
リ
ー
ク
橋
の
一
事
件』
を
は
じ
め
と
し、

ト
ル
ス
ト

イ
の
r
イ
ワ
ン
・
イ
リ
ッ
チ
の
死』
、

夏
目
漱
石
の
r
思
ひ
出
す
事
な
ど』

と
の
対
比
は、

そ
の
た
め
に
欠
か
せ
な
い
重
要
な
作
業
と
考
え
ら
れ
る。

「
空」
の
設
定
と
認
識
志
向

西
川
正
身
氏
は
死
に
直
面
し
た
者
の
脳
裡
を
よ
ぎ
る
幻
影
の
取
扱
い
方
に

注
(4)

注
目
さ
れ
な
が
ら、

「
避
け
が
た
い
死
の
近
付
く
に
つ
れ
て
い
よ
い
よ
苦
し

気
に
の
た
く
り
廻
る
人
間
の
み
じ
め
な
姿
を
冷
徹
動
か
し
が
た
い
眼
で
見
守

り
続
け」
る
ピ
ア
ス
に
対
し、

「
同
じ
人
間
を
皮
肉
な
微
笑
を
以
て
傍
銀
し

て
ゐ
る
」
芥
川
の
認
識
姿
勢
の
特
徴
を
整
理
さ
れ
て
い
る。

確
か
に、

芥
Ill

の
「
皮
肉
な
微
笑」
は、

「
下」
の
冦
の
「
後
日
輝」
に
覗
い
て
い
る
と
言

え
る
が、

何
小
二
を
死
の
危
機
に
直
面
さ
せ
る
「
中」
の
章
に
お
い
て
は、
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ピ
ア
ス
と
同
賃
の・
「
冷
徹
動
か
し
が
た
い
眼」
の
働
き
を
捉
え
る
こ
と
が
で

き
る。

Cc
A
と
あ
の
足
を
兄
た
所
と
の
間
は、
何
百
里
と
云
ふ
道
程
が
あ

．
さ
う
思
つ
て
ゐ
る
中
に、
足
は
兄
ろ

／ヽ
透
明
に
な
つ
て、
自

ロ

る ．然
と
数
の
影
に
吸
は
れ
て
し
ま
っ
た。
／
そ
の
足
が
消
え
た
時
で
あ
る。

tI.
 伺
小
二
は、
し
の
底
か
ら、

今
ま
で
に
一

度も
感
じ
た
事
の
な
い、
不

四

．

思
議
な
寂
し
さ
に
襲
は
れ
た。

彼
の
頭
の
上
に
は、

大
き
な
蒼
空
が

g
 

音
も
な
く
狂
ひ
か
か
つ
て
ゐ
ろ。

人
間
は
い
や
で
も
こ
の
空
の
下
で、

そ
こ
か
ら
落
ち
て
来
る
風
に
吹
か
れ
な
が
ら、
み
じ
め
な
生
存
を
院
け

丙

．

て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い。

こ
れ
は

何と
云
ふ
寂
し
さ
で
あ

らう》

（
中

傍
線
引
用
者）

．

こ
の
場
面
に
お
け
ろ
「
空」
は、

「
今
ま
で
見た
ど
の
空
よ
り
も、

奥
深

＜
蒼
＜
兄
え
た」
と
い
う
時
点
の
空
以
上
に、

感
性
的
奥
行
き
の
あ
る
暗
示

性
を
発
揮
し
な
が
ら、

何
小
二
の
胸
中
に
起
伏
す
る
感
國
と
緊
密
に
照
応
し

．

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が、
こ
の
確
認
の
た
め
に
は、．

傍線

部日因
の
「
寂

し
さ」

の
内
実
を
検
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い。

傍
線

部曰
の
「
今
ま
で
に
一
度
も
感
じ
た
事の
な
い、

不
思
議
な

寂し
さ」

が
何
小
二
の
心
底
に
生
じ
て
くる
の
は、

傍
線

部⇔
に
兄
ら
れ
ろ
よ
う
に、

足
の
幻
影
が
「
透
明に
な
っ
て」

「
＄
の
影
に
吸
は
れ
て
し
ま
っ
た」
た
め

で
あ
る。
し
か
し、

「
母
の
う
す
よ
と
れ
た
招
子」

（
中）
、

「
生
ま
れ
た

家の
後に
あ
る、

だ
だ
つ
広
い
胡
麻
畑」
（
同）
、

「
燈
夜に
街
を
か
つ
い

で
歩
く
」・
「
大
き
な
龍
燈」
（
同）
と
い
っ
た
幻
影
の
霙み
に
留
意
す
る
時、

こ
の
足
の
幻
影
の
消
滅
の
み
に
そ
の
原
因
を
求
め
る
こ
と
は
で
き
な
い。
四

つ
の
幻
影
は、
す
ぺ
て、
人
山

不行
の
何
小
二
の
心
に
次
々
と
去
来
し
た
も

の
で
あ
ろ
だ
け
に、
こ
れ
ら
は
あ
ざ
と
い
思
慮
分
別
を
超
え
て
何
小
二
の
心

を
占
め
て
い
た
生
の
拠
り
所
と
言
え
ろ
の
で
あ
り、
こ
れ
ら
の
消
滅
は
生
の

拠
り
所
の
喪
失
を
意
味
す
る
こ
と
に

外な
ら
な
い。

最
後
の
幻
影
で
あ
ろ
足

が
消
え
た
時、

傍
線

部H
の

現地
点
と
生
の
充
足
感
を

獲得
す
る
こ
と
の
で

き
た
故
郷
と
の
閥
の
「
何
百
里
と
云
ふ
辺
程」
は
さ
ら
に
大
き
な
距
鱈
と
な

っ
た
の
で
あ
り、

何
小
二
は
こ
の
大
き
な
距
帷
感
の
も
と
に、
す
べ
て
の
生

の
拓
り

所を
喪
失
し
て
い
く
と
と
も
に、
死
の
党
悟
を
強
い
ら
れ
た
と
言
え

よ
う。

傍
細

部曰
の
「
今
ま
で
に
一
度
も
感
じ
た
事の
な
い、

不
思
議
な
寂

し
さ」
は、
す
べ
て
の
生
の
拠
り

所を
喪
失
し、
死
の
党
悟
を
強
い
ら
れ
る

者の
み
が
感
知
し
得る
寂
し
さ
と
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か。

と
こ
ろ
で、
こ
の
寂
し
さ
の
提
示
に
つ
づ
く
傍
線

部四
の
空
の
描
写
と
傍

線

部固因
の
人
間
の
生
存
様
態
の
確
認
と
の
間に
は、

微
妙
な
違
和
感
が
あ

る。

芥
川
の
「
空」
は
ト
ル
ス
ト
イ
の
「
空」
の
よ
う
に
メ
タ
フ
ィ
ジ
ッ
ク

ス
が
な
く、
「
描
写
の
世
界に
と
ど
ま
っ
て」
い
る
と
する
島
田
謹
二
氏
の

庄

(8)兄解
も
故
な
し
と
は
6]
え
な
い
の
で
あ
る
が、
し
か
し、

次の
場
面
の
「
空」

、
、
、
、

を
対
応
さ
せ
て
み
る
時、

傍
線

部四
の
何
小
二
の
頭の
上に
「
音
も
な
く
蔽

、
、
、

ひ
か
か
つ
て
ゐ
る
」
「
大
き
な
蒼
空」

（
傍
点
引
用
者）
に
は、

何
小
二
固

有の
心
象
風
景
が
兄
え
て
く
る。

《
「
も
し
私
が
こ
A
で
助か
っ
た
ら、

私
は
ど
ん
な
甲
を
し
て
も、
こ
·

の
過
去
を
償
ふ
の
だが。
」
／
彼
は
泣
き
な
が
ら、
心
の
底
で
か
う
呟
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、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、

い
た 。
が 、

限
り
な
く
深
い 、

限
り
な
く
蒼
い
空
は 、

ま
る
で
そ
れ
が

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、

耳
へ
は
い
ら
な
い
や
う
に 、
一
尺
づ
つ
或
は
一
寸
づ
つ 、

徐
々
と
し
て

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、

彼
の
胸
の
上
へ
下
つ
て
来
る 。

そ
の
蒼
い
澱
気
の
中
に 、

点
々
と
し
て

ヽ
・ヽ
ヽ
ヽ
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

か
す
か
に
き
ら
め
く
も
の
は 、

大
方
昼
見
え
る
星
だ
ら
う 。

も
う
今
は

あ
の
影
の
や
う
な
も
の
も 、
二
度
と
眸
底
は
横
ぎ
ら
な
い 。

何
小
二
は

も
う一
度
嘆
息
し
て 、

そ
れ
か
ら
急
に
唇
を
ふ
る
は
せ
て 、

最
後
に
だ

（
中

ん

／＼
眼
を
つ
ぶ
つ
て
行
っ
た 。
》

傍
点
引
用
者）

何
小
二
の
贖
卵
の
呟
き
が
「
耳
へ
は
い
ら
な
い
や
う
に
」

彼
の
胸
の
上
へ
下
つ
て
来
る
」

は 、

「
徐
々
と
し
て

「
限
り
な
く
深
い 、

限
り
な
く
蒼
い
空」
に

r
戦
争
と
平
和」
の
ア
ン
ド
レ
エ
が
見
た
空
の
よ
う
な 、

救
済
の
展
望

を
開
く
明
る
い
力
は
感
じ
ら
れ
な
い 。

庄

(

6)
《
（
略）

測
り

知
れ
ぬ
ほ
ど
高
い
空
と 、

そ
の
空
を
静
か
に
這
っ
て
い

、
、
、

「
な
ん
て
静
か
で 、
お

（
略）
」

＜
灰
色
の
雲
以
外
に
な
に
ひ
と
つ
な
か
っ
た 。

、
、
、
、

、
、

だ
や
か
で 、

荘
厳
な
ん
だ
ろ
う 、

（
略）

「
お
れ
た
ら
が
走

っ
た
り 、

わ
め
い
た
り 、

争
っ
た
り
し
て
い
た
の
と
は
ち
が
う 。
（
略
）

ど
う
し
て
前
に
は
こ
の
高
い
空
が
お
れ
の
目
に
は
い
ら
な
か
っ
た
の
だ

ろ
う
？

そ
れ
に
し
て
も 、

や
っ
と
こ
れ
を
知
っ
て ｀
お
れ
は
ほ
ん
と

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

う
に
幸
福
だ 。

そ
う
だ
！

こ
の
果
て
し
な
い
空
以
外
は
す
ぺ
て
空
し

、
、

、
、
、
、
、
、
、
、

い
し 、

す
ぺ
て
欺
濶
な
の
だ 。
》

十
六
章

傍
点
引
用
者）

(
r
戦
争
と
平
和」

第一
部
第
三
編

自
分
た
ち
の
戦
場
場
面
の
想
起 、

そ
れ
を
相
対
化
す
る
「
空」
の
認
識 、

そ
の
認
識
を
こ
れ
ま
で
持
た
な
か
っ
た
こ
と
へ
の
疑
問 、

そ
し
て 、

欺
腑
に

澗
ち
た
生
活
実
態
の
自
党・・・・・・ ｀
ア
ン
ド

レ
ェ
の
こ
れ
ら
の
感
懐
は 、

が
落
ら
た
話』
の
中
章
末
尾
の
重
要
な
形
象
骨
格
に
な
っ
て
い
る
が 、
「
空
」

の
形
象
性
の
間
に
は 、

余
り
に
も

大
き
な
相
違
が
見
ら
れ
る 。
ア
ン
ド
レ
エ

の
眼
に
と
ま
る
「
静
か
で 、

お
だ
や
か
で 、

荘
厳
な
」
空
は 、

彼
に
「
幸
福」

感
を
与
え 、

日
常
の
「
欺
謀」
性
を
自
党
さ
せ 、

そ
し
て 、

明
る
い
救
済
の

展
望
を
開
か
せ
て
い
る 。
こ
れ
に
対
し 、

何
小
二
の
頭
上
に
「
音
も
な
く
蔽

ひ
か
か
つ
て
ゐ
る
」
「
大
き
な
蒼
空」
は 、

「
み
じ
め
な
生
存
を
続
け
て
行

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」 ．
閉
塞
的
な
暗
い
生
活
展
望
を
告
知
し 、

ま
た 、

再

生
的
贖
罪
志
向
を
空
無
化
し
て
い
く
暗
い
力
を
痰
わ
せ
る 。
こ
れ
は
ア
ン

ド
レ
エ
の
救
済
方
向
を
楽
観
主
袈
と
し
て
容
認
で
き
な
い
芥
川
の
暗
い
人
間

観
の
現
わ
れ
と
い
う
外
は
な
い
が 、

こ
の
悲
観
主
義
の
暗
さ
の
中
で
再
生
方

向
を
探
る
認
諜
姿
勢
に
は 、

吉
田
弥
生
と
の
恋
愛
破
綻
の
苦
悩
を
契
機
に
耽

続
し
た 、

ト
ル
ス
ト
イ
の
r
イ
ワ
ン
・
イ
リ
ッ

チ
の
死」
の
影
響
が
強
く
働

い
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る 。

注

(

1
)

《
そ
の
三
日
の
間 、

彼
に
と
っ

て
は
時
間
と
い
う
も
の
が
存
在
し
な
か

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

っ
た 。

彼
は
そ
の
間
ひ
っ
き
り
な
し
に 、

打
ち
勝
つ
こ
と
の
で
き
な
い 、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

目
に
見
え
ぬ
力
に
よ
り

押
し
込
ま
れ
た 、

黒
い
袋
の
中
で
も
が
き
続
け

た 。

（
略）
ひ
と
思
い
に
す
ぺ
り

込
む
じ
ゃ
ま
を
し
て
い
る
の
は 、

自

分
の
生
活
が
立
派
な
も
の
だ
っ
た
と
い
う
意
識
で
あ
る 。

（
略）

／
突

然
あ
る
力
が
彼
の
胸
や
脇
腹
を
つ
い
て 、

ひ
と
き
わ
強
く
呼
吸
を
圧
迫

ヽ
ヽ
ヽ •
ヽ
ヽ
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、

し
た 。

と 、

彼
は
深
い
穴
の
中
へ
落
ち
込
ん
だ 。

す
る
と 、

そ
の
穴
の

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

端
の
ほ
う
に
な
に
や
ら
光
り

だ
し
た 。
》
(
r
イ
ワ
ン
・
イ
リ
ッ

チ
の•一そ

ー

r
首
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死』
＋
二

傍
点
引
用
者）

「
黒
い
袋
の
中」
に
「
ひ
と
思
い
に
す
ぺ
り
込
む
じ
ゃ
ま
を
し
て
い
る
の

は、
自
分
の
生
活
が
立
派
な
も
の
だ
っ
た
と
い
う
意
識
で
あ
る」
と
い
う
こ

と
か
ら
推
し
て、
「
黒
い
袋
の
中」
は
自
己
の
独
自
的
存
在
性
へ
の
確
信
と

か
自
負
を
空
無
化
す
る、
無
気
味
な
世
界
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
り、
そ
し

て、
「

黒
い
袋」
の
「
深
い
穴
の
中
へ
落
ら
込
ん
だ」
時、

「
穴
の
端
の
ほ

う
に」
「
光
り」
を
見
出
す
状
怨
は、
救
済
を
暗
示
す
る
も
の
と
見
る
こ
と

が
で
き
る。
芥
川
は
こ
の
イ
ワ
ン
・
イ
リ
ッ
チ
の
獲
得
し
た、
自
己
の
独
自

的
存
在
性
へ
の
確
信
と
か
自
負
を
空
無
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
開
き
得

る
救
済
へ
の
展
望
を、
r
戦
争
と
平
和」
の
ア
ン
ド
レ
エ
が
戦
場
の
死
の
危

機
の
も
と
で
見
た
「
空」
の
イ
メ
ー

ジ
の
中
に
具
象
化
し
よ
う
と
し
た
と
言

え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か。

幻
の
足
が
消
滅
し、
「

今
ま
で
に
一
度
も
感
じ
た
事
の
な
い、
不
思
澄
な

淋
し
さ」
に
襲
わ
れ
る
何
小
二
の
頭
上
の
「
大
き
な
蒼
空」
は、
死
と
対
峙

し
な
が
ら、
日
常
的
な
あ
ら
ゆ
る
生
の
拠
り
所
を
喪
失
し
て
い
く
何
小
二
の、

茫
漠
と
し
た
虚
無
の
広
が
り
と
寂
彦
の
深
さ
を
暗
示
す
る
も
の
で
あ
り、
そ

し
て
、

そ
の
下
で
は
「
み
じ
め
な
生
存」
を
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な

らな
い「
音

．
も
な
く
蔽
ひ
か
か
つ
て
ゐ
る」
「
大
き
な
蒼
空」
と
か、

何
小
二
の
再
生
的

閲
罪
志
向
を
無
視
し、
「
徐
々
と
し
て
彼
の
胸
の
上
へ
下
つ
て
来
る」
「
限

り
な
く
深」
＜
「

蒼
い
空」
は、・
人
間
の
独
自
的
存
在
性
へ
の
確
信
と
か
自

負
を
空
無
化
し、

彼
我
合一
の
道
を
開
く
絶
対
境
を
陪
示
す
る
も
の
に
外
な

ら
な
い。
作
品
史
的
に
見
る
な
ら
ば、
r
戯
作
三
昧』
の
馬
琴
の
眼
に
と
ま

一

認
識
的
帰
結

る
「
安
ら
か
な
寂
滅」
の
空
に
連
鎖
し
て
い
く
も
の
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う。

篠
塚
真
木
氏
の
指
摘
に
兄
ら
れ
る
よ
う
に、・
「
下」
の
章
の
構
成
特
徴
に

は、
ア
ナ
ト
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ス
の
r
赤
い
卵』
の
影
響
を
続
み
取
る
こ
と
が

で
き、
ま
た、

「
物
語
の
末
尾
に、
ス
ト
ー
リ
ー
と
は
一
応
無
縁
な
異
物
を

急
に
無
遠
慮
に
さ
し
は
さ
む
こ
と
に
よ
っ
て、
読
者
の
内
側
に
惹
き
起
さ
れ

る
一
狐
の
意
外
の
念
を
利
用
す
る
手
法」
に
は、
r
パ
ル
タ
ザ
ア
ル
」．
の
技

巧
の
吸
収
を
窺
う
こ
と
も
で
き
よ
う。
し
か
し、
木
村
少
佐
と
山
川
技
師
の

具
体
的
な
対
話
内
容
に
覗
く
人
閻
認
識
の
特
徴
に
注
目
す
る
時、
漱
石
の
a心

（
二
十
章、
二
十一
章）
と
の
関
巡
性
も
無
視
す
る
こ
と

ひ
出
す
事
な
ど」

が
で
き
な
い。

←

ー

《
難
有
い
事
に
室
の
廂
と、
向
ふ
の
三
階
の
屋
根
の
間
に、

青
い
空

⇔

 

が
見
え
た。

其
空
が
秋
の
露
に
洗
は
れ
つ
A
次
第
に
高
く
な
る
時
節

で
あ
っ
た。

余
は
黙
つ
て
此
空
を
見
詰
め
る
の
を
日
課
の
様
に
し
た。

伺
事
も
な
い、

又
何
物
も
な
い
此
大
空
は、
其
静
か
な
影
を
傾
む
け
て

曰

四

．
悉
く
余
の
心
に
映
じ
た。
さ
う
し
て

余
の
心
に
も
何
事
も
な
か
っ
た、

回

又
何
物
も
な
か
つ
た。

透
明
な
二
つ
の
も
の
が
び
た
り
と
合
っ
た。》

(
r
思
ひ
出
す
取
な
ど」
二
十

傍
線
引
用
者）

傍
線
部
日
の
漱
石
の
眼
に
映
じ
る
「
青
い
空」
は、
傍
線

部n日
に
見
ら

れ
る
よ
う
に、
「
何
m
も
な
い、

又
何
物
も
な
い」
「
秋
の
露
に
洗
は
れ」

た
「
高」
い
「
静
か
な」
空
で
あ
る。
漱
石
が
こ
の
空
と
一
体
化
す
る
こ
と
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．
の
で
き
た
の
は、

傍
線
部
四
に
見
ら
れ
る
よ
う
に、
漱
石
自
身
の
心
に
も
「
何

取
も
な」
＜、
「
又
何
物
も
な
か
っ
た」
か
ら
に
外
な
ら
な
い
が、
「
透
明

な
二
つ
の
も
の
が
び
た
り」
と
合一
化
し
得
た
傍
線
部
回
に
お
け
る
漱
石
の

注(9)

安
息
は、
「
最
早
人
間
的
な
も
の
は
昇
華
し
尽
し
て、
虚
空
の
大
に
帰一
し

た
境
涯」
と
い
っ
て
差
し
支
え
あ
る
ま
い。

「
中」
章
末
尾
の
何
小
二
の
「
胸
の
上
へ
」
「
徐
々
と
し
て」
「
下
つ
て

来
る」
「
限
り
な
く
深」
＜
「
蒼
い
空」
が、
人
間
の
独
自
的
存
在
性
へ
の

確
信
と
か
自
負
を
空
無
化
し、

彼
我
合一
の
道
を
開
く
絶
対
境
を
暗
示
す
る

も
の
で
あ
る
こ
と
は
す
で
に
見
て
き
た
が、
こ
の
「
蒼
い
空」
を
描
く
時
点

の
芥
川
の
胸
中
に
は、
ア
ン
ド
レ
エ
が
死
の
危
機
に
遭
遇
す
る
r
戦
争
と
平

和』
の
状
況
設
定
と
イ
ワ
ン
・
イ
リ
ッ
チ
が
孤
独
な
僕
悩
に
陥
る
r
イ
ワ
ン

・
イ
リ
ッ
チ
の
死』
の
存
在
不
安
と
を、
自
己
の
認
識
モ
チ
ー
フ
に
結
合
さ

せ
ろ
視
座
と
し
て、
r
思
ひ
出
す
事
な
ど」
の
世
界
が
浮
び
上
が
っ
て
い
た

注
eo.

と
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か。
こ
れ
ま
で
の
作
品
に
お
い
て
も、
r
砂
十

夜」
（
第一
夜）
の
イ
メ
ー
ジ
と
感
性
と
を
支
え
に
し
た
r
死
相
J

を
は
じ

注(U)

め
と
し、
r
行
人』
の
主
人
公・
一
郎
の
存
在
不
安
そ
の
も
の
を
核
に
据
え

江(12)

・
た
r
孤
独
地
獄』
、
r
吾
招
は
猫
で
あ
る』
や
r
三
四
郎」
の
文
明
論
的
視

点
に
依
拠
し
て
人
物
造
形
を
果
し
た
r
父』
な
ど、
漱
石
の
影
響
が
数
多
く

の
作
品
で
顕
著
に
認
め
ら
れ
る
が、
r
首
が
落
ち
た
話』
に
お
い
て
は、
「
下
」

章
の
何
小
二
の
堕
落
状
態
に
r
思
ひ
出
す
事
な
ど』
の
露
要
な
人
間
認
識
の

特
徴
を
続
み
取
る
こ
と
が
で
き
る。

「
下」
章
に
お
け
る
何
小
二
の
堕
落
状
態
の
設
定
は、
孤
独
な
暗
闇
の
慎

憐
を
経
て
獲
得
す
る
r
イ
ワ
ン
・
イ
リ
ッ
チ
の
死」
の
厳
粛
な
救
済
の
結
末

に
連
鎖
す
る
は
ず
も
な
く、
ま
た、
『
ア
ウ
ル
・
ク
リ
ー
ク
橋
の
一
事
件』

の
主
人
公`

フ
ァ
ー
カ
ー
の
浪
没
的
な
死
に
依
拠
し
得
る
も
の
で
も
な
い。

さ
ら
に、
r
戦
争
と
平
和』
に
お
け
る
ア
ン
ド
レ
工
の
真
摯
な
生
の
軌
跡
の

中
に
そ
の
暗
示
性
を
求
め
ろ
こ
と
も
で
き
な
い。

こ
れ
に

対し、
漱
石
の
r
思

ひ
出
す
事
な
ど』
の
中
に
は、
木
村
少
佐
の
人
間
観
に
照
応
す
る
小
気
味
よ

い
ア
イ
0
ニ
ィ
を
兒
出
す
こ
と
が
で
き
る。

《
退
院
後一
ヶ
月
余
の
今
日
に
な
っ
て、
過
去
を
一
攪
に
し
て、
眼
の

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

前
に
並
ぺ
て
見
る
と、
ア
イ
ロ
ニ
ー
の
ー
語
は
益
鮮
や
か
に
頭
の
中
に

、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

姑
出
さ
れ
る。
さ
う
し
て
何
時
の
間
に
か
此
ァ
イ
ロ
ニ
ー
に一
種
の
実

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

感
必
伴
つ
て、
両
つ
の
も
の
が
互
に
纏
綿
し
て
来
た。
（
略）
あ
ら
ゆ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

る
尋
常
の
景
趣
は
悉
く
消
え
た
の
に、
た
ゞ
当
時
の
自
分
と
今
の
自
分

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

と
の
対
照
丈
が
は
つ
き
り
と
残
る
為
だ
ら
う
か。
》
（
傍
点
引
用
者）

こ
れ
は
r
思
ひ
出
す
事
な
ど」
の
最
終
章
の
一
節
で
あ
る
が、
漱
石
は、

こ
こ
で、

時
の
経
過
と
と
も
に
拡
大
し
て
い
く
過
去
と
現
在
と
の
差
異
と
そ

の
対
照
性
に
目
を
見
張
り
な
が
ら、
「
ア
イ
ロ
ニ
ー
」
の
実
感
を
噛
み
し
め

て
い
る
の
で
あ
る。
吐
血
に
よ
ろ
昏
睡
時
の
空
白
を
「
余
は
余
の
個
性
を
失

っ
た。
余
の
意
識
を
失
っ
た。
た
ゞ
失
っ
た
事
丈
が
明
白
な
許
で
あ
る」
ア

う
し
て
自
分
よ
り
大
き
な
意
識
と
冥
合
出
来
や
う」
(
r
思
ひ
出
す
酎
な
ど―

十
七）
と
語
る
漱
石
の
ア
イ
ロ
ニ
カ
ル
な
批
評
眼
は、
過
去
と
現
在
と
の
差

異
と
そ
の
対
照
性
を
刷
出
す
る
眼
差
し
に
も、
同
じ
よ
う
に
認
め
ら
れ
る
の

で
あ
る。
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傍
点
引
用
者）

《
（
略）
余
は
僕
ば
ド
ス
ト
イ
エ
フ
ス
キ
ー
を
想
像
し
て
已
ま
な
か
つ

た。
さ
う
し
て
寒
い
空
と、
新
ら
し
い
刑
壇
と、
刑
壇
の
上
に
立
つ
彼

の
姿
と、
搬
衣一
枚
で
顛
へ
て
ゐ
ろ
彼
の
姿
と
を、
根
気
よ
く
描
き
去

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

り
描
き
来
っ
て
已
ま
な
か
っ
た。
／
今
は
此
想
像
の
鍛
も
何
時
と
な
く

、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

曇
つ
て
来
た。
同
時
に、
生
き
返
っ
た
わ
が
嬉
し
さ
が
日
に
日
に
わ
れ

を
遠
ざ
か
つ
て
行
く。
》
(
r
思
ひ
出
す
事
な
ど」
二
十一

傍
点
引

用
者）

漱
石
は
死
の
危
機
に
瀕
し
た
「
修
善
寺
大
患」
に
お
い
て、
世
間
の
並
々

な
ら
ぬ
好
意
に
触
れ、
「
病
に
生
き
還
る
と
共
に、
心
に
生
き
還
っ
た
」

（
r
同』
＋
九）
は
ず
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず、
こ
こ
に
語
ら
れ
て
い
る

よ
う
に、
時
の
経
過
と
と
も
に
「
生
き
返
っ
た
わ
が
嬉
し
さ
が
日
に
日
に
わ

れ
か
ら
遠
ざ
か」
り、
他
者
と
の
共
鳴
を
喚
ぶ
「
想
像
の
鋭
も
伺
時
と
な
く

曇」
り
は
じ
め
て
い
ろ
の
で
あ
る。
「
生
涯
に」
「
幾
何
も
な
い」
「
本
当

に
嬉
し
か
っ
た、
本
当
に
難
有
か
っ
た、
本
当
に
尊
か
っ
た」
(
r
同」
ニ

．
十
三）
と
い
う
感
情
が
次
第
に
風
化
し
て
い
く
悲
観
的
な
予
測
に
つ
い
て、

漱
石
は
次
の
よ
う
に
整
理
し
て
い
る。

、
、
、
、
、
、

《
（
略）
自
分
に
活
力
を
添
へ
た
当
時
の
此
感
情
を、
余
は
其
儘
長
く

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、

余
の
心
臓
の
真
中
に
保
存
し
た
い
と
願
つ
て
ゐ
る。
さ
う
し
て
此
感
情

、
、
、
ヽ
ヽ
．ヽヽ
ヽ
ヽ
ヽ
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

が
遠
か
ら
ず
単
に一
片
の
記
憶
と
変
化
し
て
仕
舞
さ
う
な
の
を
切
に
恐

、
、
、
、

れ
て
ゐ
る。

1
好
意
の
干
乾
び
た
社
会
に
存
在
す
る
自
分
を
甚
だ
ぎ

こ
ら
な
く
感
ず
る
か
ら
で
あ
る。
》
(
r
思
ひ
出
す
事
な
ど』
二
十
三

む

す

び

r
首
が
落
ら
た
話』
に
お
け
る
芥
川
の
独
創
性
は
「
下」
章
に
お
け
る
何

小
二
の
堕
落
状
態
の
設
定
に
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
が、
こ
の
状
況
投
定
を

意
外
性
の
あ
る
面
白
さ
で
も
っ
て
具
象
化
し
よ
う
と
す
る
知
的
処
理
に
は、

右
に
見
た
漱
石
の
人
間
観
並
び
に
ア
イ
ロ
ニ
カ
ル
な
批
評
眼
の
影
響
を
見
落

す
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る。

菊
地
寛
は
大
正
七
年
八
月、
最
初
の
単
行
本

日T
を
返
す
話』
を
春
陽
堂

よ
り
出
版
し
て
い
る
が、
そ
の
表
図
の
作
品、
r
恩
を
返
す
話』
の
主
人
公

・
神
山
甚
兵
衛
は、
何
小
二
と
同
様
に、
戦
場
に
お
い
て
敵
兵
と
交
戦
し、

8
 

「
ア
ッ
と
思
ふ
間
も
な
く
昏
倒」
し
て
い
る。
し
か
し
菊
地
は、
芥
川
の
よ

ー6
 

う
に
生
死
の
間
を
初
復
う
人
間
の
心
底
を
覗
こ
う
と
は
せ
ず、
ど
こ
ま
で
も、
一

危
難
救
済
の
恩
誼
を
受
け
た
同
落
の
武
士、
佐
原
惣
八
郎
に
対
す
る
甚
兵
衛

の
負
い
目
に
形
象
力
点
を
臨
い
て
い
る。
こ
の
負
い
目
か
ら
逃
れ
よ
う
と
す

る
甚
兵
衛
の
眺
い
は、
自
已
独
自
の
自
立
的
存
在
基
磐
の
回
復
を
目
指
す
モ

チ
ー
フ
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
も、
世
俗
の
日
常
的
秩
序
体
系
の
枠
粗
み
に
拘

束
さ
れ
た
も
の
で
あ
り、
現
実
的
な
処
理
能
力
と
調
和
的
な
生
活
感
性
の
生

き
ろ
菊
地
の
強
靱
な
リ
ア
リ
ズ
ム
は、
無
気
味
な
日
常
次
元
の
奥
行
き
と
そ

の
朋
の
重
み
に
呻
吟
す
る
人
間
の
哀
感
を
具
象
化
す
る
に
留
ま
っ
て
い
る。

こ
れ
に
対
し、
r
首
が
落
ち
た
話」
の
主
人
公・
何
小
二
の
「
死」
と
の

遺
遇
は、
日
常
的
秩
序
体
系
に
拘
束
さ
れ
た
人
間
の
生
活
実
相
を
探
る
モ
チ

ー
フ
を
支
え
と
し
な
が
ら
も、
そ
の
体
系
を
超
え
た
極
限
状
況
と
い
う
認
諧



(
1)
r
芥
川
閥
之
介
と
0

シ
ャ
小
説」
（
「
比
較
文
学
研
究」
第
14
号

昭
和
43.
10

〈
日
本
文
学
研
究
資
料
叢
書
「
芥
川
開
之
介
ー」

有

精
堂、

昭
和
52.
7

所
収
＞
）

(2
)
海
老
井
英
次
氏
は、

「
秋」
は
「
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